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No.340
断らない相談支援の構築

7月27日（月）13：30～15：30
「引きこもりと８０５０問題

～孤立の構造と制度の狭間～」
 

講師 :  関水徹平（せきみずてっぺい）さん
 

明治学院大学社会学部准教授

参加費：１，０００円（会員は無料）

「断らない相談支援はどうつくるか」

講 師：室田信一さん（東京都立大学人文社会学部教授） 
日 時：2026年 9月2日（火）午後1時30分～3時30分
会 場：アルカディア市ヶ谷 7階妙高の間
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No.341

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25 TEL 03-3261-9921

ＪＲ中央線・有楽町線・南北線・新宿線 市ヶ谷駅より
徒歩２分

会 場

7階妙高

近年、中高年のひきこもりや高齢の親が社会的に孤立する「8050問題」が深刻化しています。この問題の
背景には、経済的な困窮や心身の不調、介護といった複合的な困難に加え、既存の支援制度の縦割りがもたら
す「制度の狭間」が存在します。当事者や家族がどこにも相談できず、社会から見えにくくなることで、問題
はさらに長期化・重篤化する傾向にあります。
今回は、社会学の立場からひきこもり問題や生活困窮者支援の研究を続けてきた明治学院大学の関水徹平さ

んをお招きし、孤立が深まる構造とその実態を分析し、個人の問題として片付けられがちなひきこもりを社会
構造の課題として捉え直し、単一の窓口では対応しきれない課題にどう向き合うべきか、そのように包括的な
支援体制を構築していくべきか、その具体的な視点を探ります。
※対象のレベルは、福祉に携わる専門職ではなく、行政のゼネラリストや一般の市民とします。
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